
生
ま
れ
は
大
阪
市
阿
倍
野

区
。
父
が
軍
隊
に
行
き
身
体

を
壊
し
て
唯
弘
さ
ん
が
１
歳

の
時
亡
く
な
り
、
母
は
小
１

で
亡
く
な
っ
た
。
祖
父
母
に

育
て
ら
れ
た
が
、
祖
母
は
小

５
で
祖
父
は
中
３
で
他
界
し

た
。
も
う
小
さ
い
時
か
ら
親

の
い
な
い
の
は
当
た
り
前
に

思
っ
て
い
た
。
姉
が
９
歳
上

で
、
中
３
の
時
結
婚
し
て
い

た
姉
の
所
に
転
が
り
込
ん
だ
。

中
卒
で
住
友
化
学
に
就
職
。

教
育
実
習
生
時
の
成
績
が
悪

い
と
ク
ビ
に
な
る
と
言
わ
れ
、

１
年
遅
れ
で
天
王
寺
高
校
定

時
制
へ
入
学
。
定
時
制
に
通

う
う
ち
に
、
大
学
進
学
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
、
勉
強
を

や
り
だ
す
。
定
時
制
高
校
で

で
「
大
変
身
」
し
た
そ
う
だ
。

４
年
間
好
き
な
映
画
は
一
度

も
観
な
か
っ
た
。

定
時
制
高
校
４
年
生
の
時

大
学
受
験
の
た
め
に
退
職
し

て
勉
強
に
励
ん
だ
が
浪
人
を

２
年
。
し
か
し
、
八
尾
高
校

定
時
制
の
事
務
の
仕
事
に
つ

い
て
、
大
阪
教
育
大
に
入

学
。
八
尾
高
校
に
は
６
年

間
勤
め
労
働
組
合
に
加
入

し
、
分
会
の
青
年
部
長
な

ど
も
や
り
組
合
運
動
に
か

か
わ
る
よ
う
に
な
る
。

東
大
阪
市
で
教
員
生
活
。

当
時
中
学
校
は
ど
こ
も
荒

れ
て
い
た
。
組
合
の
役
員

選
挙
も
大
変
だ
っ
た
。

「
解
放
教
育
」
が
大
き
な

争
点
だ
っ
た
。
柏
原
市
に

地
方
選
挙
の
応
援
に
行
っ

た
時
、
養
護
教
員
を
し
て

い
た
妻
の
シ
ロ
ミ
さ
ん
と

知
り
合
い
、
そ
の
後
結
婚
し

た
。
唯
弘
さ
ん
は
「
私
が
見

染
め
ら
れ
た
」
と
言
う
。
助

け
合
っ
て
労
働
運
動
に
励
ん

だ
。
妻
の
シ
ロ
ミ
さ
ん
は

「
夫
は
出
か
け
る
こ
と
が
多

く
子
ど
も
が
３
人
い
て
、

た
い
へ
ん
だ
っ
た
」
と
言
っ

て
い
る
そ
う
だ
。

約
10
年
間
夜
昼
働
い
た
り

学
校
に
行
っ
た
り
だ
っ
た
の

で
定
年
後
仕
事
は
し
な
か
っ

た
。
す
ぐ
に
年
金
者
組
合
に
。

一
年
後
に
は
支
部
書
記
長
、

さ
ら
に
一
年
後
支
部
長
に
な
っ

た
。
以
来
14
年
や
っ
て
い
る
。

「
年
金
者
組
合
に
入
っ
て
初

め
て
こ
う
し
た
運
動
を
す
る

人
も
増
や
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
た
。
こ
の
運
動
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
」

と
唯
弘
さ
ん
。
旅
行
好
き
で

一
番
気
に
入
っ
た
の
は
ケ
ニ

ア
だ
そ
う
。
酒
豪
だ
が
週
４

日
の
休
肝
日
。
「
年
金
者
組

合
や
医
療
生
協
運
動
で
、
い

い
人
間
関
係
が
で
き
充
実
し

た
人
生
」
だ
と
笑
っ
た
。

取
材

長
江
勝
・
江
川
信
雄

全日本年金者組合 大阪府本部

〒530-0041

大阪市北区天神橋1-13-15

TEL06[6354]7207

FAX06[6354]7746

Eメール

info@o-nenkin.com

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

楽
し
み
７
分
、
活
動
３
分

を
い
つ
も
心
に
、
仲
間
の

輪
を
広
げ
よ
う

（１）２０２３年３月１５日(水曜日) 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第３９９号付録

今
年
に
な
っ
て

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

政
府
が
２
０
３
０

年
ま
で
に
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
年
金
受
給

年
齢
を
、
現
行
62
歳
か
ら

64
歳
に
引
き
上
げ
る
案
に

抗
議
す
る
大
規
模
な
ス
ト

や
デ
モ
が
、
１
月
19
日
パ

リ
の
40
万
人
を
含
む
全
土

で
２
０
０
万
人
、
31
日
２

８
０
万
人
、
2
月
７
日
２

０
０
万
人
と
続
い
て
い
ま

す
。
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
に
見
合
う
賃

上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善

を
求
め
る
ス
ト
が
イ
ギ
リ

ス
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト

ガ
ル
・
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど

各
国
で
も
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
わ
が
国
で
は
１
月
20

日
厚
生
労
働
省
が
２
０
２

３
年
度
の
年
金
額
改
定
に

つ
い
て
公
表
し
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
０
．

６
％
分
の
削
減
を
適
用
し

物
価
高
に
程
遠
い
実
質
減

で
す
。
こ
の
よ
う
な
政
府

の
仕
打
ち
に
強
い
怒
り
と

共
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
呼

応
す
る
運
動
の
構
築
の
必

要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ⅰ
）

試金石

西村 唯弘さん（77歳）八尾支部

生き生き人生

ロ
シ
ア
は
侵
略
戦
争
を
や
め
よ
！

国
は
年
金
引
き
下
げ
を
や
め

大
阪
府
・
市
の
進
め
る
カ
ジ
ノ
を
認
め
る
な
！



弥
生
間
近
の
２
月
22
日
13

時
30
分
～
16
時
ま
で
上
記
の

会
場
に
て
補
聴
器
助
成
推
進

支
部
学
習
・
交
流
会
を
48
人

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

挨
拶
で
加
納
忠
委
員
長
は
、

加
齢
性
難
聴
で
困
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
高

齢
者
が
声
を
上
げ
ら
れ
ず
に

い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
の
請
願
状
況

①
国
へ
の
意
見
書
採
択
自
治

体

●
池
田
・
摂
津
・
吹
田
・

交
野
・
松
原
・
富
田
林
・
泉

大
津
市

②
市
町
村
独
自
の

助
成
制
度
採
択
自
治
体
●
松

原
・
富
田
林
市

③
市
町
村

独
自
の
助
成
制
度
実
施
自
治

体

●
貝
塚
市

◆
高
槻
支
部

市
民
だ
け
の
意
見
書
採
択

は
難
し
い
。
現
在
市
長
へ
の

直
訴
を
重
点
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
「
補
聴
器
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
た
が
３
割
の

回
答
だ
っ
た
。
他
団
体
と
共

同
し
て
運
動
を
拡
げ
て
い
く
。

◆
富
田
林
支
部

請
願
書
を
社
保
協
・
新
婦

人
と
共
同
で
提
出
、
全
会
一

致
で
可
決
。
「
聞
こ
え
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
２
０
０
人
中
80
人
が
回
答
。

随
時
学
習
会
を
開
い
て
い
る
。

◆
松
原
支
部

以
外
に
も
自
民
党
が
賛
成

に
回
り
助
成
制
度
が
、
採
択

さ
れ
た
。
（
維
新
は
反
対
）

次
に
他
団
体
と
共
に
市
長
あ

て
に
市
独
自
の
補
助
を
も
と

め
る
要
望
書
を
提
出
。

林
洋
司
執
行
委
員
が
、
て

び
き
を
元
に
国
・
自
治
体
・

議
会
・
団
体
等
の
動
き
、
認

定
補
聴
器
技
能
者
を
も
っ
と

増
や
す
事
、
今
東
京
が
リ
ー

ド
し
て
い
る
と
解
り
易
く
丁

寧
に
説
明
さ
れ
た
の
で
短
く

て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
の
様
に
取
り

組
む
の
か
。

補
聴
器
助
成
推
進
を
大
阪

府
内
全
て
の
市
町
村
で
取
り

組
み
、
も
っ
と
多
く
の
年
金

者
の
意
見
や
声
を
聞
く
。

社
保
協
・
生
健
会
・
民
商

等
他
団
体
と
共
同
し
て
社
会

全
体
で
大
き
な
う
ね
り
を
作

り
だ
し
自
治
体
は
も
と
よ
り

国
へ
制
度
と
し
て
の
創
設
を

求
め
る
運
動
を
拡
げ
て
い
く

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

今
回
は
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事

を
し
な
が
ら
実
母
（
93
）
の

介
護
を
し
て
い
る
Ｓ
さ
ん

（
68
）
で
す
。
独
身
で
、
以

前
は
市
役
所
の
職
員
で
し
た

が
長
期
休
職
し
た
後
退
職
し

今
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

実
母
は
交
通
事
故
に
よ
り

右
目
を
失
明
し
右
耳
も
聞
こ

え
ま
せ
ん
。
仕
事
か
ら
帰
る

と
大
音
量
で
テ
レ
ビ
を
見
て

い
た
り
と
日
々
何
か
が
起
こ

り
注
意
す
る
と
か
ん
し
ゃ
く

を
起
こ
し
物
を
投
げ
つ
け
大

げ
ん
か
に
な
る
こ
と
も
。
施

設
入
所
も
頭
を
よ
ぎ
る
。

収
入
は
、
母
の
障
害
年
金
、

国
民
年
金
、
ヘ
ル
パ
ー
の
給

料
。
ス
ト
レ
ス
性
胃
腸
炎
に

な
っ
た
時
も
３
日
で
復
帰
し

無
理
を
重
ね
て
い
る
。

行
政
に
は
「
幽
け
き
声
」

を
掬
い
上
げ
る
部
署
を
置
い

て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。
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（
前
号
の
続
き
）

Ｑ

「
急
速
な
少
子
高
齢
化

で
年
金
の
持
続
的
維
持
の
た

め
に
、
年
金
削
減
は
や
む

を
得
な
い
」
と
の
政
府
の

主
張
は
本
当
か
？

Ａ

年
金
給
付
削
減
は
、

現
在
の
年
金
受
給
者
だ
け

で
は
な
く
、
将
来
の
年
金

受
給
者
で
あ
る
若
者
の
年

金
水
準
を
さ
ら
に
引
き
下

げ
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
、

国
民
一
人
当
た
り
の
「
年

金
受
取
総
額
」
を
減
ら
し
、

貧
困
と
格
差
を
広
げ
る
だ

け
で
す
。

政
府
の
「
進
行
す
る
少

子
高
齢
化
を
見
据
え
た
新

た
な
年
金
財
政
の
在
り
方
」

の
具
体
的
な
内
容
は
、
年

金
財
政
へ
の
必
要
な
国
庫

負
担
、
資
本
負
担
増
責
任

を
回
避
し
、
ひ
た
す
ら
に

年
金
給
付
水
準
削
減
を
図

る
も
の
で
す
。
低
額
年
金

へ
の
一
切
の
配
慮
も
な
く
一

律
に
削
減
す
る
も
の
で
、
年

金
制
度
維
持
の
政
府
の
責
任

を
放
棄
す
る
も
の
で
す
。

少
子
高
齢
化
な
ど
の
日
本

の
社
会
経
済
変
動
に
対
応
す

る
年
金
制
度
を
構
築
す
る
に

は
、
年
金
財
政
へ
の
国
庫
負

担
率
や
資
本
負
担
率
を
増
や

す
対
応
が
必
要
で
す
。
「
急

速
な
少
子
高
齢
化
」
の
主
要

な
原
因
は
、
財
界
、

政
府
が
主
導
し
た

「
労
働
規
制
の
緩

和
」
に
起
因
す
る

非
正
規
雇
用
、
低

賃
金
の
蔓
延
、
社

会
保
障
な
ど
公
共

の
仕
組
み
の
削
減

な
ど
に
よ
る
格
差

と
貧
困
の
拡
大
で

あ
り
、
労
働
者
が

結
婚
も
子
供
を
作

る
こ
と
も
た
め
ら

う
状
況
を
生
み
出

し
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

そ
の
社
会
的
責

任
と
し
て
、
国
と

大
企
業
・
資
本
側

の
年
金
財
源
負
担

増
が
当
然
必
要
で

す
。
日
本
の
極
端

な
「
少
子
高
齢
化
」
は
、
個
々

の
労
働
者
市
民
に
責
任
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
障
部

日本の年金制度の問題点（４）

少子高齢化対策で年金削減は理不尽

国は補聴器購入への公的補助の制度化を

年金者組合大阪府本部 補聴器助成推進・支部学習交流会

日時 ２０２３年２月２２日（水）１３:３０～１６:００ 会場 大阪グリーン会館２階ホール

支
部
実
践
報
告

て
び
き
説
明

質
疑
応
答

てびきを元に説明する林洋司府本部執行委員




